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初 期 マ ル ク ス の 周 辺 —— 人 類 と 階 級 の 間 —— ( 1 )
•—— 都築忠七編 f"オーエンとチャーチィズム一 

' イギリス初期社会主義J (乎凡社）1 975年を読む——

飯 田 鼎

(1)
一*般 に rあ;期マルクスJ といえば，1844年に書かれ 

たと想定されあ f経済学 • 哲学手〔草〕糖 ! (Karl Marx： 
Okonomisch-philosophiscliG Manuskripte aus dem Jahre 
1844； Karl Marx-Friedrich Engels historisch-kritische 

,Gesamtausgabe. im Auftrage des Marx-Engels-Instituts, 
M^kau, Herausgegeben von Y. Adratskij, Erste Abteilung, 
Bd. 3. Marx-Engels-Verlag G.M.B.H. Berlin, 1932)から，, 
1848年 の 「共 党 宣 言 j 成立に至るまでの， 4 年間と 

いうきわめて短い時期を意味する。それにもかかわら 

ず，この時期は，1844年 2 月，わずかに最初の合冊版 

として終った「独仏年誌J (Deutsch^Franzosische Jahr- 
btidier)が , A . ルーゲとの共同編集により，パリにお 

いてドイツ語で発刊されたのをはじめとして,マルク 

ス の rユダヤ人問題によせてJ, rヘーゲル法哲学批判 

説J とエンゲルスの r■民経済学批判大綱J および 

•■イギリスの状態J (カーライル「過去と現在」）， さらに 

rイギリスにおける労働者階級の状熊」に示されるよ 

. うに，マルクスおよびエンゲルスの，観念論と革命的 

民主主義なV、し急進主義から史的唯物論と井産主義へ 

め決定的移行の時期にあたっている。

とく}^エンゲルスは, r国民経済学批判大綱J と，*■イ 

ギリス労働者階級の状態J のなかで，古典派経済学と 

ィギリダの労働通動に深い與味と関心を示し， とりわ 

け， ロバ一ト，オー'3=•ンとチャ"-*チィスト連動に高い 

評価と賞讚をさえおくっている。マルクスとエンゲル 

ス の •■初期マルクスJ 力、らの離脱と戦鬪的*唯物論的 

なマルクス生義者への自己形成を決走的なものとした 

のは，いうまでもなく1847〜8 年の恐慌とフランス2 
月 本 命 に と も な う ヨ パ の 動 部 の 状 勢 で あ っ た が ,

その背景として，イギリス労働運動と社会主義,すな 

わちオーエン主義とチャーティズムがもっとも重要な 

意味をもち，彼らのイギ 1)スの状勢の評価こそ， 「共 

産党宣言J のなかに結晶するのである。

，都築教授による，r資料一イギリス初细社会主義ーォ 

一エンとチャーチィズムJ は，イギリスにおける拿命 

的民主主義や労働運動それ自体の研究にとって不可欠 

であり，有益であることはいうまでもなV、が,それが 

•■初期マルクスの周辺J として，彼らをドイツ，.フラ 

ンス的な視野から世界史的な視野のなかに投じ:^ことい 

う点からみても高く評価される。 ，

( 2 )

19世紀初頃から50年代までのイギリス社会主義思 

想わ根底には，労働者階級の運動を基調とする階級的 

立場と义類全体の普遍的な解放を目指す思想カ咬錯U  
さまざまな面で分ち難く結びついていたことが特徵的 

である。’ロンドン通信協会からロバ~ ト，オ'■'ユンの， 

活動,そしてチャーチイズムに至る思想と運励を一貫 

して流れているものは，この2つの偉大な思想の相諷 

であるといっても過言ではない。

この時期のイギリス社会思想史を貫く潮流として， 

一般につぎの3つをあげるのが普通である。フラシス̂ 

革命を源流とする革命的民主主義に包摂されるさまざ 

まな急進主義，ロバート，オー》ンに代表される社会 

主義と協同主義，そして最後にチヤ一テイズムとして 

総称される命的政'冶進軟であろう。.もちろんこのは 

かに経清的自由主義があげられるが，これは，勃興す 

る産業資本主義のイデオロギーを代表し，社会体制批 

判の思想ではなかっナこ。これにまし' 者は，相S： 

に複雑に交錯しながらも，全体として，イギリス産業
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初期ルクスの周辺一人類と階級の倘—— (I)
本命期の労働者階級および急進主義者の連動を指導す 

る思鶴であったといえよ:ラ。しかもこれらは，それぞ 

れ, 人類的i c 場と階級的立場との矛盾と相勉のなかで 

鎮を削っていたととセあり，渐次に前者から後者への 

移行が顕箸な想向となるのであるb 
普通選举権を耍求する運動は，すでに1770年代, 

l i 業本命の開始期にをの活動を開始している。 r i8世 

紀イギリス. ジ ン .トリ…の最良の代まJ といわれた 

ジg ン.カートライト (John C artw right)は,普通選 

举権の最初め明白な宣言書r選択せよJ のなかでっぎ 

のようにのべている。

「自分の手で労働する人はすべて財産を持も， 

その瓶蜜が国家Kiとって重要であることはまちが 

いない。 タク氏もみごとに述ぺている一 r人 

間はずぺて，彼自身の身体に財産を持つ。彼の肉 

体の労働と彼の手の仕事とは，まさしく彼のもの 

, だとかうことができよう』。 さらに忘れてはなら 

ないことだが，労働者も職人も，税金をふんだん 

に支^^うことなしには，毎日の食物や必需品,，身 

を包む衣服，仕事に•用いる道具を買うことができ 

ないのである。……。すべての人間は，生来，自 

由で'あり，生来平等である。 判事フ，ラック 

ストーンも『注解書』のなかでつぎのように述べ 

ている。『自由な国家では，自由な行為者とみなさ 

れる人はすべて，多少とも自分き身の統治者たる 

べきであり，したがって立法権の少なくとも一*部 

門は，国民全体に帰属すべきであ 

ここには国民的立:^易が濃厚であり，労働者階級もま 

た自由な国民を構成する重要な要素としてみなされ， 

•■王座を倒し，権威を揉欄するために組織される国I  
の一̂部であるとされて、ることである。普通選挙権の 

要求は，当時，プランス革命の影響をうけて廣海とし 

ておこりつつあった天賦人権の思想に墓づく生存権の 

主張ともなり，没落途上の小生摩者の組炒化を促し， 

黎明期の労働者階級運動への重要な橋頭堡を形づくっ

たのであって， ロンドン通信協会がそれで、ある。スコ 

ジトランド出跨の非国教徒であり， ロンドンで製靴業 

を営むトマス ♦ハーディ（ThoiMs, H a r d y )は,/'その 

r回想飲]のなかでつぎのようにのベている

»■身辺いたるところに見られた困窮も，士壊の 

欠陥ないし士地に住む人乂点から生'ずさことは 

ちりえず, どこカタIjのところに原画を求めなけれ 

ぱならなかゥた。ひとたびその探求が始まるや， 

人民の代表と詐称し，しかも実擦には,社会の一 

般的利益より彼ら自身の特殊的な利益を優先させ 

る，比較的少数の有力な個人により選び出された 

人々の腐敗行為に,その原因をあとづけることが 

でさすこ̂ そのために非凡な洞察力を必要ともし 

なかづた」。

人民のな場に立た:ず一^部の特権階級の利益を守るた 

めの制度としての議会と腐敗選举区がすでに問題とさ 

れ告発されている。ロソドン通信協会が，政治的な 

E0体であり，その立場が国民的であり, 在つA M ftで 

あるとしても，フランス舉命の如ぐ革命的ではなかっ 

たしかしそれにもかかわらず，革命的01体の名.の下 

に禁JEEされるのでもる：ハーディは' ぎのようにいう。 

r私の友人でアフリカ人のグスターヴァス.ヴ 

ァッサは，今，私の家で彼の生涯の回想録をま筆 

していますが, 彼からあなたが，奴鎌貿易という,， 

あの况われた取弓1の廃止の熱心な灰であるこどを 

聞き，そうした事情から，あなたが，义間の権利 

という広大な基礎の上に立っま由の熱心な友で >̂ 
る, と結論したのでずJ。

これはトム，ペインによって唱えられた*■人間の権 

禾IJ jの思想の表明でもる。ロンドン通信協会は，こう 

した人類的立場に立って，国民の権利をつぎのように 

主張する。 .
「下院の多数は， 1 万 2000人をこえない数の役 

票人によぅて選ばれ，人ロの多k、大都会の多くが， 

代表を選ぶ一票の投票権すら持たない----------..こ

注（1 ) (John Cartwight), Take Your Choice! Representation and Respect： Imposition and Concept. Annual Paiiia 
ments and Liberty： Long Parliaments and Slavery, London, 1776. _ 都第忠七編 .f資料イギリス初斯社会主義一一オ 

. 一エンとチャーチイズム丄ギ凡社，1975年，8 - 9 J<參照。

( 2 ) 上揭部 12頁。 . 、

( 3 )  Memoir of Thoraas Hardy, Founder of, and Secretary to, the London Corresponding Society, for. Diffusing 
Useful Political Knowledgfe among the People of Great Britain and Ifeland, and for promoting Parliamentary 
Reform, from its Establishment, in Jan. 1792, until his Arr^t, on a False Charge of High Treason, on tho 12th 
of May, 1794, Written by himself, London, 1832.上掲書，13 真》

( 4 ) 前掲書，14 K  ' - ,
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「兰田学会雑誌_! 69卷 6 号 (1976年6月）

のような考慮からわれわれは，英国人民のまさ 

れない人々に-選举権を回復するめのP ンドン通 

信協会という名称をとったのですJ。
決議ニおよびA をみれぱ明らかなように，ロンドン 

通信協会の改良主義的性格は明らかであ*り，国民的立 

場の明確なま明である。

決譲ニ未成年，理性の喪失あるいは社会の一 

般的な規則に对する違反以外V/、かなるものも，人 

を無資格にさせない， .
決議A 本協会は，^ 動と暴力とに対し，嫌悪 

の念を表明する。本協会は，無政府ではなく改革 

を自的'とする。したがって権力の灌用に対し協会 

が用いる，ないし同胎市民に用いさせる唯一の武 

盤は，理性, 堅固な意志および意見の-^致であ

(お 。 .
「赚動と暴力とに対し， i t 悪の'念を表明するJ とい 

う主張背後に，われわれは小生ま的.ルホ民的感情 

が秘匿され:ていることを感じないだろう力、。 「騒動と 

暴力」という誰誇は, ’労働者の組織に向かっズ，たえ 

ず投げつi t られる支配者の相0 葉であるし，唯一の武 

器としての「理性，堅固な意志そして意見の一致」と 

いう運動力針は,空想的社会主義を想わせるものがあ 

る。ロンドン迪信協会の思想は， トム.ペインの苹命 

的民主主義の思想から，オーユンの空想的社会主義ま 

での，広はんな人類解放思想と階級的恵想の混清がみ 

られる， トーマス* スペンスは偉大な思想家である。 

人閩のま由を,自然権としての土地共有の思想のなか 

に見出し，や力，ぺ:，リカードク派社会主義やオーエン 

主義への途を開いたからでもる。彼はニュー力'-スル 

の哲学協会での講演のなかで，つぎのように講を行 

ゥた。

r社会を構成する人類は,土地と自由とに関す 

、 る自然的力め平等の財産権から，彼らがそうした 

状t肖で期待でき, 力、つ勘待すぺき利益を得ている 

かどう力S という問題です。……。そうだとする 

と，どの人民の国士も，自然のままの状態では，

当然，彼らの共有地であり，各人これに平等の財 

産をもち，動物，果実その他，その生産物でもっ 

て彼自身とその係累とを養う，制限されない自由 

をもつJ。 '
これは， いうまでもなく， 「自然権J の宣言でとる

が，とわ普遍的. 全人類的な思想は，そのまま,資本

主義的士地所有へのきびしV、告発となりうる。

r土地とそのいっさいの付属物とが，少数者に

よらて要求され，彼らの間で分割され;てきたこと，

しかもそれが,'，あたかも彼らがそれを製造し，そ

れが彼ら0 手による作品であったかのような自信

あるしかたで,行われてきたことがわかるであろ

う。. C 最初の土地所有者ほ，宴奪者であり，

暴君だった。その後，’彼らの士地を所有した者は

すべて相続, ，腐入等の権利によって，彼らからそ ( 8 )
れを得たのであるJ。

この一節をよく読むならぱ，これが，士地の共有を 

主張.する社会主義的思想の表明ではなく，何人がっ 

たものでもなく，天の賜物ともいうべき土塊は，方人 

共有のもめであるとするま然権の主張と，従って,ホ 

働とそが,‘所有権を基礎づける根拋であるごとを暗示 

している点に，重要な意味がある。とりわけ人類的思 

想とどもに，市民的権利の思想の宣言であることがわ 

かる。ここには，貧言の問題は少しも論じられていな 

い。これに比べるならぱ，リカードウ派社会主義者は, 
士地所有とならんで, 商人資本の役割と富の配分とを, 
階級的観点から把握しようとする。チャールズ. ホ-* 
ル (Charles H a l l )は, トー々ス. スペンス (Thomas 
Spence)にあてて，「あなだや私のような者が国民に 

役立もうる唯一の方法は,貧乏人を苦しめる諸悪が文 

明の制度の直接かっ必然的な結果であり，人間性と人 

間の諸# 情の結果ではないV とを，金持と貧乏人に説 

得することですJ と書いたが， rS — 口ッバ諸国民に 

対する文明の影響」のなかで，確立しつつあった資本 

主義制度の欠陥を，自然権にもとづく人類思舞より 

は階級的思想にもとづいてつぎのように分析する，ま

注び):前掲H I ,15 Mo  ,
( 6 ) 前掲# , 16 頁。 ■ .  .
f 7 ) Thomas Spence, The Rights of Man, as Exhibited in a Lecture, Read at the Philosophical Society, in Newfiastlo,

• To which is now first added, An Interesting Conversation, Between a Gentleman and the Author, on the Subject 
of his Scheme. With the Queries sent by the Rev. Mr. J. Murray, to the Society in Defence of the Same. And 
a Song of Triumph for the People, on the Recovery of Their Long Lost Rights, The Fourth Edition. London: 
Printed for the Author, and Sold at tho Corner of Chancery-Lane, Holb6rn 1793. Price Pour P en ce ,上揭f t  
1 9買。

( 8 ) 上掲ftも 2 1賀。
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•waae®a®i®«i5̂ ŝâ »sŝ 6ms«amaBs®@aBaseis8sasBsasaaiaiieieeMWBi@Sas8BSiSte

初期ルクスの周边ー一人類と階級の間—— (1}
ず資本の性質について論ずる。

「商人の資本は，彼らの下で働く職人の勞働を 

通じて彼らが調達する品物の貯えからなっている。 

商人がはかの富を持つこともあるが，それは，こ 

とでの探求の主題ではない。こうした商品の貯え 

から，彼らは,それを必要とする人々に供給する 

ことができる。そうした人々のきわめて大さな部 

分は，土地所有者であり，士地の占有者である。 

この資本家, この製造業者は，現実には土地の所 

有者でもり，彼と同じく, ある量の生活必I I品を 

支配し, 処分することができ，彼の共同所有者と 

. でも云うべき人々が行うのと同じように, こ.の生 

活必需品を与える，ないじ与えないととができ 

るJ«
ここにのべられているととは,摩業資本家と士地所 

有者との密接な関係であるが，この場合,没落する小 

生産者め側に立って、すこリカレドウ派社会主義者とし 

て，この産業資本は，問屋制資本であるため，商人と 

して意識され，過渡的形態は理解されていない。，

「商人は，奪乏人の労働の生産物め-:*部にあず 

かることを可能にする手段は, 彼らの資本であり,. 
それによって彼らは，厳人にね事の材料を供給し, 
当時必要な生活の資本を提供するととができる- 
こうした理由で資本は，職人の手の生産物の一部 

に対i -る正当な請求権を商人に与える者と考えら

.れている。 したがって，(1の
ることが必要になるJo

この資本の性質を究明す

商人資本と産業資本および士地所有との関係が明確 

に分析され' いないにもかかわらず，後に， ルクス' 
に吸収されることに.なる剰余価値の視点や国家権力の 

問題が, との論i のなかに一貫して流れていることに 

:注目しなければならない。. .すなわち,'，ホ‘ ルはつぎの 

ように指摘する。 .
「貧乏人の生活状態が悪化し， 彼らの困腐や苦 

痛がいっそう耐えがたいものになるにつれ, 抵抗 

の精神も抬頭し,抑制や圧力をかなぐり捨てるた 

め,さまざまな努力が払われるものと恐れられて 

いる。 .，‘. .，。' そのため強圧手段も増強され,財産 

の安全をはかる法津もふえ，いっそう峻厳なもめ 

になるだろう。大きな軍事力も維持されなければ

ならない。要するに軍ぎ政府が樹立され， 土を 

して彼らの父母, 兄弟婦妹に敵対して行動させ, 
彼らを親戚知己から引き離し，練遠にさせるため 

に，兵舎や要塞などに住まわせ，波らを他の臣民 

. かち隔離しておかなければならない。そうなれば, 
との闻じ軍事担厳が，人類め他の部分に対しても 

権力を持つことを知って，この権力意識以外の感 

情を胸中に秘めることもなく，やがて，貧乏人だ 

なく金持の主人になることはな、であろう

か」。

この一*節には，当時としてはきわめて卓抜な思想カレ 

吐露されているとはいえないだそう力、。この識文が書 

かれた時代からユ世紀以上も経った1930年代のファ 

シ><ムの到来を予言しているかのようである。そして 

今日もなお，世界の一部には，またわが日本にもっと 

も近いところで,このような軍事的抑圧体制が支配し 

てい,ることをみる,とき，. ,■われわれは愈々'ホレルの慧眼 

に打たれるのである。 しかし後の琪実認識の深さと理 

論的な鋭さは，剩余価値にゥい'ての理論的究明に至 

って，ますます凍えてくるのである。 '
「労{勤者の賞金は,棱の労働の成果ないし物 

ではない。すなわち，彼の労働め実際に作り出し 

たものではなく，親方が支私うことを同意した価 

格であり，はとんどの場合，職人が，彼の労働の 

全生産特に対しあるいはそのかわりに受け取る 

ことを強制される額であるJ。
ここではまだ価値における必要労働と剩余労働の認 

識はみられないけれども,この思想の根底にあるもの 

は, 普遍的な人ま解放の思想で、はなく，明らかに階級 

的な思想力あった。 リカードゥ派社会主義者として， 

人類的な立場より，階級的立場が鮮明にあらおれてい 

るのは当然であるが，1 8 1 0年代から3 0 年代,そして 

50年代に至ってもなお，との人類的立場と階級的立場 

が，はげしい相勉をともないながら，イギリス労働運 

動の思想を形成していく。普遍的な人類思想の上に立 

って，社会変草を志した者は，，いうまでもなく， ロバ 

ト. オー;!:•ンでもり，彼の, ュー.ラナークの共 

同出資者獲得のための匿名の趣意* には， 「人類が全 \  
休の継続的幸描を手にいれる道は,各個人をその幼少 

時から，その行動箱囲内の他のすべでの個人の幸福を

.注（9 )  Charles Hall, The Effects of Civilization on. th© People in European State, orijfinally printed 1805； Phoenix 
Library ed. London, 1849.上掲書，31 .

( 1 0 ) 上掲書，2 9 貝。 . ’
( 1 1 ) 上掲黨 3 1 直。 .
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C13)
誠実に増進する努力をするしかないJ とのべられてい 

る鶴点は, 人類全休が「分裂しているJ という認識に 

導く。しかもこの分裂の意味は,普遍的人類が階級と 

して分裂しているという現実認識に到達するの.ではな 

く，ただ，さまざまな:意見に分裂し，不和が酸し出さ 

れるというのである。こうした不和の状態が除去され 

るならぱ，人類の幸福が実現されるという。 •
「社会の最大の害想は，人類が分裂の原則に従 

って訓練されてきたことから生ずる。ここに提ポ 

された譜施策は，次第に人間の不和の原因を除 

去し，広く被らの利益と義務とを一*致させるよう 

な, 容易に実行できる計画を提供す'ることにより* 
共通目的の遂行をこもたって相互利益のために,人 

々を統一しようとするものであ>る_1。
しかしこのようなオーユ•ンの思想が,階級の思想に 

よ0 て挑軟をうけずにはおかなかゥた。 トーマス‘ホ 

ジスキンの*■労働権護論J (1825)は， イギリス資本主 

義休制にたいそる痛烈な告発であるとともIこ,あたか 

もオーユンの思想にたいする対決の状況を想わせるも 

のがある。

*■現在， この国の至るところで， 資本と労働と 

のあいだに深刻な闘争が存在する。ほとんどずぺ 

ての職種の職人力V 貧金上择を求めて団結し，彼 

らの雇主は，立法府に保護を訴えているン闘争は, 
物理的な耐久力の闘争,すなわちだれがいちばん 

長く持ちこたえることができるかという闘争であ 

るだけでなく，議論と道理の闘争である,.労働者 

が, 親力を屈服させることは可能だが，しかし彼 

らは，g 分たちの要求の正当性を公衆に悟らせな 

けれぱならないJ。 ’
•■ま分たちの要求の正当性J を公衆に悟らせるため 

の論拠として, 「必要とされるにしたがって，すぺて 

の物を生産するのは労働であり，貯えられた，ないし 

あらかじめ準備されだと云いうるものは，労働の熟練

だけであるJo r人間労働J といわずに，r労働の熟練J 
として，傍点で強調しているのは何故であろう力〜

思ぅにこれは,彼の経済学的認識と密接な関係があ 

るように思われる。ホジスキンは,リカードウの資本 

概念, . 固定資本と流動資本をそのまま援用し，とくに 

前者, すなわち r道具や機械のような固定資本が，労 

働の生産物であるJ ことは,「資本の耍求を最も熱心 

に弁護する人々も:これを認めているJ として,その本 

質を, 「資本とは，教会や国家と同じように,• あるい 

はその他，どのようなも© であれ，人顏の他の部分か 

ら財産をまきあげる人々力V そのまき上げる手を隱す 

ために案出した一般的な名称と同じように，一種の神 

秘的な言まである，とだれL もf t じたくなるゆどであ 

るこのなかには，r国家とは, プルジg アジ一がプ 

ロレタリアを掉取するための手段である』という，P. 
エンゲルスにみられる国家ぽに共通するものがみられ 

る。そして，つぎのニ:節は， r养教は阿片でちるJ と 

するャルタ;k のキリスト教観を想わせるものがあろう。 

r資本は 一 •種の偶像であり， 人間はその前でひ 

れ伏すように求められ，そのあいだ，祭壇のうし 

; ろでは, 狡猎な僧侶が，神に仕えると称して神を 

冒濟しまた帰依と報恩のあの甘爱な感情，ない 

しは恐怖と憤徹のあめ恐ろしい心情を嘲笑しなが 

ら手を差し出し宗教の名の下に供物を求めてこ 

れを受け取り，着服する—— こうした惑情や心情 

のどちらかが人類全体に共通な.ように見えるのだ 

力*、，それも彼らが啓発され賢明でもる力、，あるい 

は無知で卑屈であるかによるのでもるJ。
リカードク派社会主義者としでのホジスキンは，オ 

一ユンの人類的な観点とは对照的に，明?i に階級的観 

点を把握していることは明らかである。オーエンと同 

時 代 人 で ウ ，その思想と連動から大きな感化をうけ 

たにもかかわらず，相対的 |̂ 1独自性を保ち，オーエン 

の思想との関連で，もっとも興味る対比を示すのは

注( 1 2 )上掲書，3 3頁。

(13) (Robert Owen), A Stateman regarding tho New Lanark Establishment, Edinburgh, printed by John Moir, 1812. 
上揭書，5 1 K . • ■ • '

(14) Robert Owen, ‘ Report to the Committee of the Association for the Relief of the Manufacturing and Labouring 
Poor, refered to the Committee of tho House of Commons on the Poor Laws, March, 1817 \ Appendix 1 , The 
Life of Robert Owen, Vol. I. A. (1858), pp. 53-64.上揭書, 84 真。

(15) A Labour (Thomas Hodgskin), Labour Defended against the Claims of Capital； Or, the Unproductiveness of 
Capital proved with Reference to tho Present Combinationfl amongat Journeymen,, London, 1825.上掲書，.110真。‘

■ (16)上 111 K.
( 1 7 )上揭H , 112 頁。 • •
( 1 8 )上掲書，112見  '
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初期マルタスの周边—— 人類と階級の間—— (ly
ウィリアム. トムスンであろう。彼{<よ，を の 『労働の 

報酬」のなかセ,' ホジスキンの立場に向調'しつつ，り 

ぎのようにのベでいる。

rいわれのない資本の要求も，資本そのものの 

富を創造する特質に甚づくものだ,と彼ら味方 

する著述家すごちが愚かな申し☆：てを行っているが，

これに对して私の友人で仲間め労働者である者者 

力V そめ，**'労働権護論』のなかで述べたはとんど 

すべ't の意見に• , 私は賛同する‘‘..‘.，どうみても 

知的労働着J (ホジスキンのこと）が提唱している 

としか思われない個人的競争による労働』の組 

織の下では,肖本家から国民生産物の分け前を取 

り上げることは，明らかに不正であるばかりでな 

く，実行不可能だろうということが多分わかろだ 

ろう。 *■協同的産業組織J のみが，だれにも危害- 
を加えずに彼の希望を実行に移すことができる。

この組織め下では, 知的労働者も筋肉労働者と同：

じように，すべての労働者が資本家になるr  
この一節に反映しているものは，いうまでもなく，

オーュンの社会主義に特徴的な協同め思想である。ま 

た，ホジスキンの意見に全面’的に賛成'であるとのべな 

がらも，その個人主義的立場に批别的で， 「協同的産 

攀担織J への労働者の参加を强調しており,その意味 

では，階級的視点は，協同主義の下に第二義な意義 

をあたえられているように思われる。’あるいは，それ 

よりもむしろ，普遍人類的な観点が截厚であるとさえ_
いえよう。すなわち, つき’のようにいう。

「すべての活動的な労働者が,厳密にその労働 

の全生産物を自分で消費するならば，その結果は 

どうなるだろう力、 老人は飢えるだろう。幼いま 

も飢えるだろう。子供を生み, 育てる'多くのi t 人 

' も飢えるだろう。……個々の生産者がすべて，自 

•己の労働の全生産物を所有すベきであり, 法律に 

よって，その使用を確保さるべきことが真実であ 

るにしても，彼は，このような法の是認につけ込 

むべきではなく，彼の労働の生産物を他人と分け 

合うべき力ある，というこ'ともひとし < 真実であ 

る。’ さもなければ人類は，冶己を保存モき:/i いナi  
ろ う （但し傍点引用者)。

ここには，労働者の協同組織の運動を通じて，人類

注(19〉 上掲部 118其。

( 2 0 )上揭喜，118 Ko ‘
( 21) *  Co-operiatlon—Mr. Oweti *, Poor Mini's Guardian,1 Sept. 1832; *. Political Right versus Mr. 0\veh*s Plmi 

22 Sept. 18321 'Co-operation v. Radical Reform \ Ibid., 29 Sopt. 1832.上揭書, 179 真> . .
~ ~ - 121(351)

解放の思想に到達しようとする努力がにじみ出て1/、る 
のをみることができないであろう力、。そしてこの「階 , 
級の思想J と r省谓人類的な思想J の>1̂ 想と倉藤は，

オWエンの活躍がもっともいちじるしかった1830年 

代になると，ますます明瞭となり, チャ'-チィスト運 

動の思想のなかにさえ認めることができるのである。

( 3 ) '

.普通選举権の獲得に象徽される政治上の権利のため 

の運動* ~̂~•チャーテイズムは，それ自体,人間の塞本 

的な権利でもり，まさに普遍人類的な要求を実現しよ 

うとしたものであった <；' しかし,Tiバ'*̂ .'1' ，'オーエンに 

みられる人類的思想や協同主義は, この—ャーティX  
ムを政治的急進主義として批判し,政治的急進主義も 

また，オーエンのこのような立場を桓否した。 •■プア， 

マンズ • ガ ディアンJ はゥぎのように就える。

r数苗方の勤労者が声を-^っにレて，彼らの政 

治的権利を要求するとき，オーエン主義者のっま 

らない取引に一般の人々の開心をそらそうとする， 

試みは，そうした不誠実な行為力;当然うけるべき 

非難を賀うだろう, とわれわれは思う。

そこですベての協同組合主義者に，政治的権利 

を要求させ，彼らを労働者階級に合流さぜよう。 

なぜなら法律をっくる人々を選挙する躍利をオ~  
ユン氏と彼の友人たちは軽蔑するかもしれないが, 
それにも力、かわらず労働者階級は,' それがなけれ， 

ぱいっまでも不正な立法の儀牲でいなけれぱなら 

ないことを十分によく知っているからである。こ 

の重要な権利がなければ，波らが土地の略4 i ,  
独占人，および資本家の飽くなき強要に对する政 

治的保護を求め't も徒労である。彼らもよく知っ 

ているように, この権利がなかったために，波ら 

は現在のようにみじめな奴課にされたのであり， 

そしてその権利を所有するまで，法を举や政府のな 

. い国で，砂藻のアラプ人のあいだに住んでいるか 

のように，彼らが辕いだ生産物を片ゥぱしから海 

われる状態に;いなけれぱならをいのである。

ぐの一節はまことに, オーユ"ンの変草の思想として 

の弱さを鋭く指摘jしでいるといえよう。オh エン主義

Ibid,
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「ち由学会雑誌J 69卷 5 号 （1976年6生 _

的協同主義の限界にクいて,♦働者の政治的権利を主 

張する立場に立つワトスン (James W atson)力s つぎ 

のようにのぺているのが注目されよう。

•■い0 の時代でも， 人民の手に支配権がある国 

民は最も偉大である。いつの時代でも，人民が彼 

らCD法律を作るととに力かわり合うそ.の程度に比 

例して盛んになる。協同組合主義者は,急進的議 

会改革を第二義お；なものと考えているらし、、が，

' それならぱ聞きたい。彼ら急進主義者は，今，改 

本のために戦っているが，彼.らがその二部分をす 

でに獲得していなかったなら,そもそも現在の討 

能会を開催できたであろう力、J。
明確な階級的視点を欠いたたままに,ただ人類的視 

点のみを強調することの危險性を鋭く衝いているよう 

にみ免る。

+ ャーチイズムは，普通選挙権を，人間の基本的権

利，普遍人類的思想め具体化としてま明したものであ 

るが, 革命的政治運励としてのチャ'-ティズムにおい 

てすら， 「人類J はすなわち「男性J を意味した。人 

類め半分をしめる女性の権利について，ァンナ. ウィ 

一ラーは，つぎのように擁護する。

「婦人め立法上の権利は， 男子の司法的機能か, 
ら独立してモ'はなく，それらと関連を保ちながら 

行使されるべきでもる。婦人は立法議会にあって， 

それが国の議会でを) ろうと，地域社会のそれであ 

ろうと,同性のために立法する（サン. シモン主義

者の，解放された婦人たちはそうすることを要求されて• , (23>，I 、るが）のではなく， 同性を代表すぺきである」。

'以上にみるように, . 18さ0年代のイギリ労働連動お 

よび社会主義の潮流のんには，色濃く，普遍的な人 

類的視点（オーュン主義）と階級的視点との交錯と相効 

をみることができる（未党)。 （経済学部教授）

注(22) m m , 17る H。

(23) (Mrs. Anna Wheeler), 'To the Editor of the Crisis'. Crisis,さ1 Aug. 1883.上掲書, 184 頁‘，
122(355)
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